







Competition on Smart Phone and the New Mobile Telecommunication 
Technology Standard and its Impacts on China: 
Can TD-LTE Become the Breakthrough from the “Innovation and 
Catch-up Dilemma”?
NAKAGAWA, Ryoji
In 2009, China started the third generation mobile communication services (3G), and the 
number of subscribers of 3G have already reached 118 million.
At the same time, Chinese smart phone market has already become the biggest market 
in the world. These 3G service and smart phone market have changed the structure of 
Chinese mobile phone terminal markets positively and negatively. On the one hand, 3G 
and smart phone upgraded the Chinese mobile phone market. Some mobile phone venders 
have gotten the big market in domestic and foreign markets. But on the other hand, along 
the development of smart phone market, Apple and Google’s “Business Ecosystem” have 
increased their dominant power in Chinese market. AS to chips (baseband chip and CPU), 
Qualcomm has established the dominant position of smart phone chips. The fourth 
generation mobile communication standard, LTE has two types, FDD-LTE and TD (D) 
-LTE. Chinese government is one of the core members that promote the latter technology. 
In the case of TD-SCDMA which is the third generation mobile communication standard 
Chinese government, the utilization of this technology is limited to Chinese domestic 
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market effectively. But, in the case of TD-LTE, some telecommunication carriers have 
already started the mobile communication business based on this technology in the world, 
and moreover, these number would increase in the world. The reasons are as follows. 
TD-LTE is not the isolated technology as TD-SCDMA but the another type of LTE for 
which venders can supply dual mode products. Because of the over traffic caused from the 
rapid diffusion of smart phone, common carriers which introduced the FDD-LTE 
technology would introduce TD-LTE for the complement band. Moreover, common carriers 
based on the WiMAX technology now confront the technological problems, so would 
introduce TD-LTE as the substitution for WiMAX.
For these reasons, TD-LTE might become the breakthrough from the “innovation and 
catch-up dilemma”.
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3大キャリアへの再編を受けて、2009 年 1 月第 3 世代移動通信（3G）の公式の免許交付が
行われた。3Gの方式は中国移動が中国独自開発とされる TD-SCDMA、中国聯通は
W-CDMA、中国電信は CDMA2000 で、それぞれ 3Gのブランドを G3、沃（ないし wo）、天
翼（2Gと同じ）としている。3大キャリアはいずれも、自ら SP（サービスプロバイダー）と
して、音楽、ゲーム、ニュースなどの配信サービスをする方向を打ち出した。2011 年 1-11 月
において、3 大キャリアは 3G専用設備に 941 億元を投じ、3G基地局は 79.2 万局（うち
TD-SCDMA22 万局）に拡大、中国の都市部のほぼ全域と一部の農村部をカバーできるように
なった。これらの効果もあり、3G契約者は前年末よりも 7168 万件（うち TD-SCDMA2731 万
件）増え、1億 1,873 万件（うち TD-SCDMA4801 万件）と 1億件を突破した５）。2011 年 11 月
時点の移動電話契約者数は 9億 7533 万件であり、契約者の比率では、12.2％にまで高まった。























































































Strategy Analytics社が 2011 年 11 月 3 日に発表した調査によれば、中国が台数ベースで米
国を抜き、世界最大のスマートフォン市場になった。同社によれば、2011 年第 3四半期に中国
のスマートフォンの出荷台数は 2,390 万台に達した。一方、米国は 2,330 万台であった。さら
に DCCI社が 2010 年に行った予測では非スマートフォン携帯の出荷量は 2013 年にスマート
フォン販売台数（1億 5834 万台）は非スマートフォン販売台数（1億 3397 万台）を凌駕する７）。







場においては 2010 年第 3 四半期ごろまではスマートフォン OSとしては、ノキア系のシンビ
アン OSが第 1位のシェアを持っていた。これは世界の携帯市場におけるノキアの市場シェア











まず、MTK OSとは何かを理解する必要がある。携帯の OSには組み込み型の RTOS（リ

















産状況　2009 ～ 2011 年』によれば、スマートフォンを含む携帯端末の国・地域別の生産台数
では、2009 年中国は 5億 8049 万台の生産を行い、世界の 51.6％をしめ、2011 年（推定値）で
は 6億 9246 万台で、世界の 54.3％を占める。もちろん、これは国産系メーカーだけではない。
富士キメラ総研『2010 ワールドワイドエレクトロニクス総市場調査』によれば、携帯端末各社
の生産地別の比率は以下の通り。台湾の Foxconn（鴻海）6100 万台は中国 100％。Compal（仁
宝）（2900 万台）は中国 100％。Wistron（緯創）＋ AUO（友達）（200 万台）は台湾 100％。韓
国のサムスン（2億 3200 万台）は中国 58％、韓国 35％、その他 7％。LG（1億 1600 万台）は
中国 53％、韓国 38％、その他 9％。日本の東芝（380 万台）は中国 76％、日本 24％。シャー
プ（1010 万台）は中国 85％、日本 15％である。前記 JEITAによれば日本のメーカー全体では、






























これに対しサムスン（Samsung）は iPhoneむけのプロセッサ（A4, A5 など）の製造者と見
られている（アップルは自社製として製造者を公開していない）。2009 年に Hummingbird　 
S5PC110 プロセッサの発表を行ったが、これと Appple　A4 はほぼ類似している。A5 プロセッ
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（注）HS92 の 852250 分類。トランシーバーなども含む。
（出所）UN　COMTRADEにより筆者作成。
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社開発の ARM Cortex A9 デュアルコア 1GHz CPUを搭載したモバイル向けプロセッサ
「Exynos 4210」を発表した。これはもっとも人気を呼んでいるスマートフォンである Galaxy 








クス・プロセッシング・ユニット）は Imaginationの PowerVR SGXを搭載した。IVA（Imaging 
Video Accelerator）も HD動画を扱える「IVA2 ＋」に進化して、さらにカメラで撮影した画
像などをリアルタイムで処理できる「ISP」（Image Signal Processor）も搭載されるなど高性
能化が図られた。製造プロセスを 45nm（ナノ・メートル）に移行したのが OMAP3600 シリー
ズで、2009 年 2 月に「OMAP3610、3620、3630、3640」の 4 製品がまとめて発表された。基
本的なスペックは OMAP3400 シリーズと大差ないがより省電力に動作するようになった。第
4世代の OMAPは、まず OMAP4430 が 2009 年 2 月に発表され、出荷は 2010 年後半となった。
CPUコアは Cortex-A8 に換えて、Cortex-A9 MPを 2つ搭載した。GPUコアは若干性能を上
げた PowerVR SGX540 に、動画アクセラレーターは 720p/1080p映像に対応した「IVA3」に
なるなど、互換性を保ちつつ各機能が強化された。2010 年 12 月には OMAP4430 プロセッサ
を強化した OMAP4440 アプリケーション・プロセッサが発表された。OMAP4430 と比較して、
グラフィクス性能を 1.25 倍向上、ウェブページのロード時間を 30％短縮、1080pビデオ再生性
能を2倍向上するとともに、内蔵のARM® Cortex-A9 MPCore1個あたり、最高1.5GHzのクロッ
ク速度をはじめとした大幅な性能向上を提供した。2011 年 2 月、TIは主に携帯機器に向けた
高性能な SoCの新シリーズ「OMAP 5」を発表した。CPUコアとして ARM社の Cortex-A15



































FourGee-3100 BCS500 不明 不明 MDM9200/9600





G S M / E D G E , 
TD-SCDMA に 対
応予定（2011 年中）
不明 HSPA+, EV-DO 
Rev. B
出荷時期 2010 年夏 2011 年第 2四半期 2010 年 10 月 現在、サンプル出荷
中















（Sequans Communications）が、2010 年に同社初となる LTEチップセット SQN3010 を発表
した。これはベースバンド SOCで 3GPPの Release8 準拠である。UEカテゴリー 3のスルー
プット 100Mbps（20MHzチャネル時）をサポートしており、LTEバンドのクラス 38 と 40 に
対応する 10）。表にあるビシーム・コミュニケーションズ（Beceem Communications）やアル
テア（Altair）もWiMAX用ベースバンド大手である。Chonqing CYIT Communicaiton 
Technology社とあるのは、重慶の重郵信科股份有限公司のことであるが、同社は 2000 年に設
40 中川　涼司：スマートフォンと新移動通信規格をめぐる国際競争と中国






1. 第 3 世代標準としての TD-SCDMA規格
2009 年 1 月に中国で第 3世代移動体通信（3G）の免許が前年末に再編された 3大キャリア











わせて HSPA）技術を用いたいわゆる 3.5Gに進化しており、中国の 3Gは第 3.5 世代からの出
発である。また、WCDMA標準に基づく中国聯通は下記のMIMOおよび 64QAM（下りのみ）
を取り入れたHSPA+（下り 21Mbps、上り 11.5Mbps）への部分展開も行っている。
2. 第 3.9 世代標準としての TD-LTE




日本等で一般に LTE（Long Time Evolution）と呼ばれているものは FDD（周波数分割復信）
-LTEであり、NTTドコモによって 2004 年に Super 3Gとして提起されたものがベースになっ
ている。LTE規格は第 3世代規格である IMT2000 の延長（evolution）として位置づけられた
 立命館国際地域研究　第36号　2012年10月 41
ことから、Long　Time　Evolution：LTEと名付けられた。LTEを支える 3つの要素技術は
① OFDMA（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）、②MIMO（Multiple Input 





号（データ）を送ることができる。これによって、LTEは 3.5 世代の HSPA技術と比べても、「高
速」（ドコモが 2011 年に開始した Xiクロッシィでみても HSPA比約 10 倍）、「大容量」（同約
3倍）、「低遅延」（約 4分の 1）の通信を実現した 12）。







（出所） 小島浩「連載：次世代の無線技術、LTEの仕組みが分かる第 4回　LTEを支える 3つの要素技術」
2010 年 5 月 13 日 http://www.atmarkit.co.jp/fnetwork/rensai/lte04/01.html
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表 2　国別主要 LTEサービス開始事業者（2012 年 4月現在、サービス開始順）
国 通信事業者 LTE使用帯域 開始時期 備考
スウェーデン









2011 年 12 月
世界初のFDD/TDDデュ
アル網




MTS 2.6GHz 2010 年 7 月




1.8GHz 2010 年 9 月
Cyfrowy Polsat 1.8GHz 2011 年 9 月
Polkomtel 1.8GHz 2011 年 12 月
米国
MetroPCS 1.7 /2.1GHz 2010 年 9 月
Verizon Wireless 700MHz 2010 年 12 月
AT&T Mobility 700MHz 2011 年 9 月
Cricket 1.7 /2.1GHz 2011 年 12 月 Leap Wireless傘下
オーストリア
A1 Telekom Austria 2.6GHz 2010 年 11 月
T-Mobile 2.6GHz 2011 年 7 月
H3G 2.6GHz 2011 年 11 月
香港
CSL 2.6GHz 2010 年 11 月
LTE / DC-HSPA+デュア
ル網
中国移動 2.6GHz（TD-LTE） 2012 年 4 月
フィンランド




2010 年 12 月
DNA 1.8GHz、2.6GHz 2011 年 12 月
ドイツ




2011 年 4 月
O2（Telefonica） 800MHz、2.6GHz 2011 年 7 月
デンマーク
TeliaSonera 2.6GHz 2010 年 12 月
TDC 2.6GHz 2011 年 10 月
エストニア EMT 2.6GHz 2010 年 12 月
日本
NTTドコモ 1.5GHz、2GHz 2010 年 12 月




2.1GHz 2011 年 4 月
リトアニア Omnitel 1.8GHz 2011 年 4 月
ラトビア LMT 1.8GHz 2011 年 5 月
シンガポール
M1 1.8GHz、2.6GHz 2011 年 6 月
SingTel 2.6GHz 2011 年 12 月
韓国
SK Telecom 800MHz 2011 年 7 月
LG U+ 800MHz 2011 年 7 月




1.7 /2.1GHz（AWS）2011 年 7 月
Bell Mobility 1.7 /2.1GHz（AWS）2011 年 9 月














2011 年 9 月
UAE Etisalat 2.6GHz 2011 年 9 月
オーストラリア Telstra 1.8GHz 2011 年 9 月
ポーランド Cyfrowy Polsat 1.8GHz 2011 年 9 月
ウルグアイ Antel 700MHz、2.6GHz 2011 年 12 月 南米初の LTE開始
ブラジル Sky Brasil 2.6GHz（TD-LTE） 2011 年 12 月 南米初の TD-LTE
コロンビア Une-EPN 2.6GHz 2011 年 12 月
ロシア
Yota 2.6GHz 2011 年 12 月 WiMAXから LTEへ移行
Megaphone 2.6GHz 2012 年 4 月 YotaのMVNO
MTS 2.6GHz 2012 年 4 月 YotaのMVNO
アルメニア VivaCel-MTS 2.6GHz 2011 年 12 月 ロシアMTS傘下
クウェート Viva 2.6GHz 2011 年 12 月 STC傘下
バーレーン Viva 2.6GHz 2012 年 1 月 STC傘下
ハンガリー T-Mobile 2.6GHz 2012 年 1 月
インド Bharti Airtel 2.3GHz（TD-LTE） 2012 年 4 月
（出所）中田一夫「最新海外動向　世界各国の LTEサービス導入と諸問題について」『ICTワールドレビュー』











表 3　TD-LTE と FDD LTE の規格上の違
項目 TD-LTE FDD LTE
最大データ伝送速度 下り：約 100Mビット /秒、
上り：約 17Mビット /秒













変調方式 QPSK、16 値 QAM、64 値 QAM
Downlink reference signals
（パイロット信号）
セル間の認識用：＃ 1、＃ 2または＃ 4
端末認識用：＃ 1または＃ 2
Physical Random Access 
Channelの構造


































ンクは 2011 年 11 月 1 日、「Softbank4G」 として TD-LTD技術を用いたサービスを開始した。
かつ、ソフトバンクは世界各国の新興キャリア各社にも働きかけ、2011 年 2 月 14 日、スペ
イン・バルセロナで開催された「LTE TDD/FDD International Summit」で、中国移動（チャ
イナモバイル）、インドのバーティエアテル（Bharti Airtel）および英ボーダフォングループ











































































１）杜舟 [2011]「聯発科戦略敗局」『IT時代週刊』2011 年第 15 期、総 229 期。また、『日本経済新聞』






５）中国工業・信息化部「3G進入規模化発展階段」2011 年 12 月 26 日 http://www.miit.gov.cn/n11293472/
n11293832/n11294132/n12858447/14405125.html






MTK 6516：ARM 9, 460MHz。3G回線には非対応。多くのクローン Android携帯に利用。
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MTK6513：ARM 11, 650MHz。AngryBirdsがスムーズに動作可能に。
MTK6573：CPUコアは ARM11。650MHz。800 万画素までのカメラをサポートし 3.5G回線が利用
可能。
９）「サムスンが脱クアルコムへ：日韓でスマホ用半導体チップ開発」NNA.ASIA韓国 2011 年 9 月 19 日
http://news.nna.jp/free/news/20110919krw002A.html
10）WirelessWire　News　2010 年 3月 18 日「仏シークアンス、LTEチップセットを発表 - WiMAXから
LTEへ重点をシフトするチップメーカー」http://wirelesswire.jp/Watching_World/201003180000.html
11）小島浩「連載：次世代の無線技術、LTEの仕組みが分かる第 4回　LTEを支える 3つの要素技術」




13）第 3 世代以降の携帯電話（3G）システムの仕様の検討・作成を行うプロジェクト。アメリカの T1 委
員会（現、ATIS）、欧州の ETSI、日本の電波産業会（ARIB）、情報通信技術委員会（TTC）、韓国の




14）中道 理（日経エレクトロニクス）「TDと FDDの「二刀流」事業者も」2010 年 8 月 19 日 http://
techon.nikkeibp.co.jp/article/FEATURE/20100804/184810/?ST=print









19）「エリクソン、LTE関連の特許保有率ランキングに異議 -『必須特許の 4 分の 1 を保有』と主張」
WirelessWire　News2010 年 6 月 21 日。http://wirelesswire.jp/Watching_World/201006211307.html
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